
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

た
。
大
家
新
莚
二
十
七
氏
が
各
々
そ
の
蕩
蓄
を
傾
け
て
融
堂
に
會

し
た
姿
は
、
入
々
の
期
待
を
裏
切
ら
ぬ
肚
槻
で
あ
る
。
難
中
歴
史

上
の
誇
り
で
あ
る
明
治
光
輝
の
意
義
過
程
が
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら

論
ぜ
ら
れ
て
諜
く
せ
り
の
観
が
あ
る
。
通
讃
後
の
｝
感
想
ご
し
て

維
新
史
は
三
上
博
士
が
序
丈
に
お
い
て
指
示
さ
る
・
如
く
、
今
日

は
何
等
の
制
肘
さ
る
・
事
な
く
畢
問
封
象
こ
な
り
得
て
、
又
特
殊

む
事
情
か
ら
諸
方
面
の
彫
心
を
ひ
い
て
流
行
の
も
の
ぐ
」
な
っ
て
居

る
。
然
し
こ
の
事
は
同
時
に
誓
約
的
に
正
し
く
認
識
さ
れ
始
め
た

事
を
意
味
し
な
い
。
此
等
の
賦
払
を
通
讃
し
て
或
る
複
灘
さ
に
つ

い
て
不
思
議
な
印
象
を
受
け
る
の
も
、
封
象
に
お
い
て
轡
化
あ
る

の
み
で
な
く
取
扱
ふ
精
紳
に
多
く
異
に
す
ろ
所
あ
る
に
よ
る
の
で

あ
ら
う
。
こ
れ
は
ま
た
現
代
に
お
け
る
維
新
史
研
究
に
つ
い
て
の

混
沌
の
姿
を
示
し
て
み
る
。
然
し
梢
ε
も
す
れ
ば
回
想
録
的
に
あ

り
勝
ち
な
こ
の
階
代
に
つ
い
て
、
総
て
に
科
墨
的
態
度
を
求
め
る

の
は
不
可
能
で
あ
ら
う
ρ
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
、
に
提
禺
さ

れ
た
事
蟹
の
閾
明
が
や
が
て
行
は
る
べ
き
維
新
史
研
究
の
手
だ
て

S
な
る
事
を
も
つ
て
満
足
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
編
者
の
意
も
亦
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ネ
　
リ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

・
に
あ
る
如
く
思
は
れ
る
。
さ
う
し
て
「
今
臼
に
お
い
て
」
（
圏
熱

　
　
　
　
　
　
　
纂
十
五
巷
　
第
一
號
　
　
一
二
入

編
者
に
よ
る
）
求
め
ら
る
・
最
高
の
も
の
ミ
し
て
、
現
今
の
維
漸

安
研
究
の
記
念
ミ
し
て
比
類
な
き
償
値
を
持
つ
。
爾
諸
編
が
正
し

く
整
序
さ
れ
て
綜
合
的
理
解
に
便
な
ら
し
め
た
編
者
の
意
企
を
多

ε
し
て
、
維
新
変
研
究
家
に
推
薦
す
る
。
（
菊
版
八
五
二
頁
、
三
．

八
○
、
富
山
房
獲
行
）
〔
藤
〕

　
　
囎
近
江
奈
良
朝
の
漢
交
學

　
本
書
は
故
岡
田
正
之
博
士
が
大
正
九
年
に
｛
果
聡
智
國
大
墨
へ
提

娼
さ
れ
た
順
位
論
文
で
、
本
年
七
月
二
十
八
日
同
博
士
の
三
週
忌

辰
に
當
り
、
遣
族
友
人
及
び
門
生
が
相
学
っ
て
記
念
ミ
し
て
東
洋

文
庫
論
叢
第
十
ミ
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
．
る
。
博
士
は
支
那

徳
來
の
漢
丈
學
が
我
國
民
の
性
猜
志
氣
に
與
へ
た
影
響
は
頗
る
著

大
に
し
て
更
に
飛
型
に
生
れ
た
漢
文
學
が
我
が
國
民
思
想
の
上
に

，
一
殺
の
切
要
な
る
感
化
を
及
ほ
．
し
た
も
の
で
あ
る
に
も
拘
は
ら
す

世
人
は
動
も
す
れ
ば
」
我
邦
に
生
れ
た
漢
文
墨
を
我
が
國
文
學
史
上

よ
り
疏
外
せ
ん
ミ
す
る
は
我
が
肌
先
の
苦
心
を
浸
押
す
る
も
の
で

あ
り
我
が
國
文
墨
の
範
園
を
狭
く
す
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
其
の

憂
遷
の
跡
を
明
に
し
醇
健
な
る
思
想
ぐ
」
窩
雅
な
る
趣
致
ミ
を
後
來

の
古
駅
に
傳
へ
る
は
現
代
國
民
の
一
大
義
務
で
あ
る
ε
の
見
地
よ
、

（　lzi8　）



り
我
邦
の
母
船
肇
の
蓬
路
を
討
ね
ん
く
」
し
．
そ
の
第
…
着
手
ミ
し

て
近
江
奈
良
朝
の
そ
れ
を
研
究
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
奈
編
は
序
設

の
外
に
第
一
編
露
來
、
第
一
章
典
籍
の
傳
來
、
附
説
漢
字
傳
來
以

前
の
丈
字
の
御
無
、
漢
文
の
無
法
、
第
一
輩
館
化
氏
族
－
こ
漢
文
學

第
ミ
章
推
古
朝
の
元
文
、
附
詮
憲
法
＋
七
條
に
就
て
、
第
二
編
學

風
，
第
一
章
羅
校
及
び
繋
駕
、
第
二
章
函
嶺
及
び
人
才
、
第
三

章
畢
術
の
氣
風
、
第
三
編
文
章
、
第
一
章
記
紀
及
び
風
土
記
、
第

二
章
養
老
金
、
第
三
章
各
種
の
文
膿
、
第
四
編
詩
藻
、
第
一
章
詩

ミ
詩
集
ゐ
第
二
章
追
風
藻
、
第
五
編
影
響
，
第
…
図
様
丈
輿
ミ
萬

葉
集
、
第
二
章
宣
命
観
詞
「
こ
漢
文
學
の
諸
編
よ
り
域
っ
て
み
る
。

就
中
憲
法
＋
七
條
ぐ
扁
懐
風
藻
の
研
究
は
博
士
の
最
も
カ
を
注
が
れ

た
も
の
で
、
前
晋
に
就
て
は
之
を
甲
子
の
獲
布
ご
識
緯
説
、
＋
七

の
撒
ミ
陰
腸
思
想
、
法
家
思
想
の
三
項
に
分
ち
て
論
じ
、
そ
の
畿

布
に
十
二
年
齢
「
こ
十
三
年
詮
ε
あ
れ
，
こ
も
十
二
年
甲
子
を
正
噌
こ
し

十
七
條
の
数
及
び
立
法
の
根
本
思
想
は
儒
佛
二
業
疹
外
に
法
家
思

想
が
潜
め
る
も
の
嚇
こ
し
、
懐
風
藻
に
就
て
は
之
を
選
者
驚
こ
其
の
文

購
，
編
次
ミ
難
聴
、
詩
形
、
詩
想
、
詩
式
の
五
項
に
分
ち
て
槻
察

し
、
奈
良
朝
の
詩
は
就
業
に
し
て
、
技
巧
を
弄
せ
る
李
安
朝
の
詩

　
　
　
　
紹
　
　
　
介

の
土
に
出
つ
る
も
の
あ
り
、
思
想
の
醇
健
に
し
て
氣
象
の
敦
撲
な

る
は
、
其
の
至
れ
る
も
の
に
至
っ
て
は
漢
魏
に
並
び
階
唐
に
も
比

す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
殊
に
署
人
を
し
て
感
歎
せ
し
め
る
も
の
は

朝
紳
高
僧
の
努
力
、
向
上
的
精
憩
で
あ
る
ミ
論
じ
、
尚
ほ
附
録
ε

し
て
懐
風
藻
詩
騰
韻
字
考
が
添
へ
て
あ
る
。
粂
編
を
通
じ
て
潔
く

和
漢
の
諸
書
を
引
用
し
て
漢
文
墨
の
傳
來
以
來
の
掌
記
、
我
が
組

民
恐
想
に
及
ぼ
し
た
影
羅
を
精
細
に
考
究
論
嘱
し
て
あ
っ
て
學
徒

を
啓
獲
せ
し
め
る
ε
こ
ろ
多
く
特
に
文
學
史
家
の
一
審
を
要
す
る

も
の
で
あ
る
。
（
菊
版
假
綴
三
四
汽
頁
、
東
京
、
東
洋
文
庵
盛
行
、

償
滲
圓
）
〔
松
野
〕

　
　
麟
風
俗
舞
の
研
究
　
　
　
　
　
　
櫻
井
　
　
欝
欝

　
良
著
の
ほ
ま
れ
高
き
雫
嵐
藤
岡
爾
氏
の
日
本
風
俗
史
出
で
て
よ

り
三
十
春
雨
、
國
史
墨
の
進
歩
著
し
き
も
の
あ
る
に
拘
ら
す
、
そ

の
一
分
科
風
俗
史
に
以
後
云
ふ
る
も
の
あ
る
を
見
な
い
膵
、
こ
・

に
今
文
學
榑
士
櫻
井
秀
峰
の
近
業
を
蒐
挿
せ
る
…
、
風
俗
史
の
研
究
し

の
刊
行
を
見
る
は
大
い
に
慶
賀
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。
牧
む
る

所
の
も
の
「
仁
安
朝
頓
速
の
精
紳
生
活
」
よ
り
「
建
華
王
院
通
考
」
に

至
る
三
十
五
篇
、
何
れ
も
着
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
が
、
多
種
に

　
　
　
　
　
　
第
十
五
巷
　
第
一
魏
　
　
一
二
九
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